
（略）

５.目標を達成するために行う事業

（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 （５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業

（略） （略）

　市道については、・・・道路ネットワークを構築する。
　また、多数の観光客が利用する各温泉郷へのアクセス道路においては、橋
梁や舗装等の施設の老朽化が顕在化しており、このため施設の更新を行うこ
とで、道路環境改善を図り道路利用者の安全性を確保する。
　さらに、現在事業実施中である・・・

　市道については、・・・道路ネットワークを構築する。
　また、現在事業実施中である・・・

（略） （略）

新

（略）

　このため、林道整備とともに県道や拠点森林、加賀温泉郷を結ぶアクセス
道となる市道の整備を進め、地域の活性化を目指す。

　このため、林道整備とともに県道や拠点森林を結ぶアクセス道となる市道
の整備を進め、地域の活性化を目指す。

「自然・文化・観光を連携させた活力ある地域づくり」　新旧対照表

旧

４.地域再生計画の目標 ４.地域再生計画の目標

（略） （略）

（目標３）温泉地へのアクセス道路の安全性確保
 　　　　（交通危険箇所の解消　３箇所（2.7km））

（５－１）全体概要 （５－１）全体概要

５.目標を達成するために行う事業

（略）

・ 市道については、昭和46年から平成９年にかけて道路法第８条第２項に
より道路認定済み。
　①市道C第80号線 　（平成 9年10月 8日道路認定）
　②市道C第268号線　（昭和62年10月30日道路認定）
　③市道C第398号線　（昭和57年10月 5日道路認定）
　④市道C第461号線　（昭和62年 3月31日道路認定）
　⑤市道A第172号線　（昭和46年 3月25日道路認定）

・ 市道については、昭和62年から平成７年にかけて道路法第８条第２項に
より道路認定済み。
　①市道C第80号線 　（平成 9年10月  8日道路認定）
　②市道C第268号線　（昭和62年10月30日道路認定）

（略） （略）



新 旧

［事業期間］ ［事業期間］

　・ 市道（平成22年～26年度）、林道（平成22年～26年度）

（以下省略） （以下省略）

（５－３）その他の事業 （５－３）その他の事業

（略）

  ・ 市道　4.49km、林道0.58km
  ・ 総事業費 1,186,000千円（うち交付金593,000千円）
　  　　市 道 　981,000千円（うち交付金490,500千円）
　　  　林 道 　205,000千円（うち交付金102,500千円）

  ・ 市道　0.46km、林道0.58km
  ・ 総事業費 232,000千円（うち交付金116,000千円）
　  　　市道　 27,000千円（うち交付金 13,500千円）
　　  　林道　205,000千円（うち交付金102,500千円）

（略）

　③ 高質空間形成施設（歩行支援施設（湖上ルート）事業）平成24年
     度一部完成予定

　③ 高質空間形成施設（歩行支援施設（湖上ルート）事業）平成18年
     度完成

　・ 市道（平成23年～26年度）、林道（平成22年～26年度）

［整備量及び事業量］ ［整備量及び事業量］


